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当
Ｊ
Ａ
は
九
月
十
二
日
、
福
江
支
店
二
階
で
「
Ｊ
Ａ
共

済
小
・
中
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
Ｊ
Ａ
コ
ン
ク
ー
ル

（
当
Ｊ
Ａ
管
内
の
小
・
中
学
生
が
対
象
）
を
行
い
ま
し
た
。

「
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
共
済
事
業
の
相
互
扶
助
・
思
い

や
り
の
精
神
を
、
次
代
を
担
う
小
・
中
学
生
に
伝
え
て
い

く
と
と
も
に
、
児
童
・
生
徒
の
書
写
教
育
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
管
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
、
小
学
生
半
紙
の
部

一
八
三
六
点
（
昨
年
一
八
六
三
点
）、
条
幅
の
部
八
六
点

（
同
八
四
点
）、
中
学
生
半
紙
の
部
一
三
〇
二
点
（
同
一

三
三
八
点
）、
条
幅
の
部
二
七
点
（
同
二
二
点
）の
応
募
が

あ
り
、
小
学
生
一
八
三
九
名
（
同
一
八
六
七
名
）、
中
学

生
一
三
〇
二
名
（
同
一
三
五
〇
名
）
に
参
加
し
て
頂
き
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
外
部
よ
り
三
名
の
有
識
者

を
審
査
員
と
し
て
招
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

講
評
で
審
査
員
の
先
生
方
か
ら
は
「
力
作
が
多
か
っ
た
。

Ｊ
Ａ
書
道
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
は
全
国
的
に
名
が
知
れ
て
い

る
の
で
、
緊
張
感
を
持
っ
て
審
査
し
た
。（
県
コ
ン
ク
ー

ル
も
）
期
待
で
き
そ
う
」「
大
き
く
、
元
気
な
字
が
多
か
っ
た
。
次
の
審
査
（
県

コ
ン
ク
ー
ル
）
が
楽
し
み
」
と
県
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
期
待
を
語
り
ま
し
た
。
一

方
、
学
年
間
で
優
秀
な
作
品
の
数
に
差
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
さ
れ
「
農
協
か
ら
学
校
等
に
奮
起
を
促

せ
な
い
か
」
と
い
う
よ
う
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
条
幅
・
半
紙
の
部
と
も

各
学
年
か
ら
優
秀
賞
三
点
、
佳
作
三
点
を
選
出
。

優
秀
賞
を
Ｊ
Ａ
代
表
と
し
て
県
コ
ン
ク
ー
ル
へ
出

品
し
ま
す
。
県
コ
ン
ク
ー
ル
で
各
部
・
学
年
の
最

高
位
一
点
の
み
が
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ
出
品
さ
れ

ま
す
。

Ｊ
Ａ
共
済
全
国
小
・
中
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

Ｊ
Ａ
ご
と
う
管
内
の
作
品
を
審
査

県
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
応
募
作
品
を
決
定
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当
Ｊ
Ａ
青
年
部
西
部
・
三
井
楽
支
部
は
九
月
六
日
、
五
島
市

立
浜
窄
小
学
校
か
ら
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
招
か
れ
、

児
童
と
共
に
同
校
の
敷
地
内
に
あ
る
畑
に
野
菜
の
種
を
ま
き
ま

し
た
。

同
校
で
は
、
児
童
自
ら
野
菜
を
育
て
る
こ
と
で
、
栽
培
の
楽

し
さ
や
収
穫
の
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と
毎
年
ゲ

ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
に
地
元
農
家
を
招
き
活
動
し
て
い
ま
す
。

児
童
は
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
一
生
懸
命
に
畝
を
立
て
、
種

を
ま
き
、
土
を
被
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
ダ
イ
コ
ン
と
ニ

ン
ジ
ン
の
種
を
ま
き
、
コ
ネ
ギ
の
球
根
と
種
ジ
ャ
ガ
を
植
え
ま

し
た
。
額
に
汗
し
な
が
ら
楽

し
く
作
業
し
て
い
ま
し
た
。

育
て
た
野
菜
は
同
校
開
催

の
「
浜
っ
子
祭
り
」
の
調
理

活
動
で
使
用
す
る
予
定
で
す
。

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
富
江
支
部
は
九
月
四
日
、
五
島
市
立
盈

進
小
学
校
の
児
童
（
五
・
六
年
生
）
と
共
に
毎
年
恒
例
の

活
動
と
な
っ
て
い
る
ソ
バ
の
種
ま
き
を
し
ま
し
た
。
児
童

は
横
一
列
に
な
っ
て
種
を
ま
き
、
青
年
部
が
ト
ラ
ク
タ
ー

か
く
は
ん

で
土
の
表
面
を
攪
拌
し
ま
し
た
。

児
童
に
収
穫
の
喜
び
を
感
じ
て
も
ら
う
べ
く
、
青
年
部

は
収
量
増
に
向
け
て
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
、

一
昨
年
は
思
う
よ
う
な
結
果
が
で
て
い
ま
せ
ん
。
部
員
は

種
を
ま
く
前
に
「
今
年
は
な
る
や
ろ
か
」
と
心
配
し
て
い

ま
し
た
。

児
童
は
「
今
日
の
種
ま
き
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
」「
ソ

バ
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

作
業
し
た
児
童
や
先
生
方
、
青
年
部
、
Ｊ
Ａ
職
員
、
皆
さ

ん
豊
作
を
願
っ
て
作
業
し
ま
し
た
。

浜っ子、大活躍
－浜窄小学校野菜種まき－

今年こそは豊作を…
えい しん

－盈進小学校ソバ種まき－

青年部の活動
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ＪＡ長崎県

青年大会

親子の集い バーベキュー楽しむ
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

部
会
は
九
月
二
日
、
本
店
集
荷
所
前

で
親
子
の
集
い
と
し
て
毎
年
恒
例
と

な
っ
て
い
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
お
い
し
い
五
島

産
食
材
を
使
っ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に

舌
鼓
を
打
ち
、
満
足
げ
な
表
情
を
浮

か
べ
て
い
ま
し
た
。

食
べ
終
え
た
子
ど
も
達
は
み
ん
な

で
協
力
し
て
ス
イ
カ
割
り
。
ス
イ
カ

を
割
れ
る
位
置
ま
で
元
気
い
っ
ぱ
い

に
お
友
達
を
誘
導
。
ス
イ
カ
が
割
れ

る
と
、
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し

た
。バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
に
ス
イ
カ
割
り
、

か
き
氷
を
食
べ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
。

親
子
の
集
い
は
、
お
楽
し
み
が
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

長
崎
県
諫
早
市
で
八
月
二
十
九
日
に

開
催
さ
れ
た
平
成
二
十
九
年
度
Ｊ
Ａ
長

崎
県
青
年
大
会
に
お
い
て
、
当
Ｊ
Ａ
青

年
部
西
部
・
三
井
楽
支
部
の
中
村
慎
也

さ
ん
が
『
わ
た
し
の
志
』
と
題
し
て
主

張
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
中
村
さ
ん
は
、

後
継
者
と
し
て
の
決
意
や
周
囲
の
人
へ

の
感
謝
を
語
り
、
地
域
活
性
化
の
た
め

に
何
が
で
き
る
か
考
え
て
い
き
た
い
と

語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
前
日
（
二
十
八
日
）
に
行
わ

れ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
は
西
部
・

三
井
楽
支
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

上手に焼けたかな？

ビンゴゲーム

お目当ての景品は子ども達はおもちゃやお菓子、
お母さん方はお米やトイレットペーパーでしょうか。

農家の皆さんが丹精
込めて育てたおいし
いお肉・野菜・お米。
子ども達はおいしそ
うにもりもり食べて
いました。

お友達を応援、スイカ割り

フレッシュミズ部会の活動
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全
国
和
牛
能
力
共
進
会
が
九
月

七
日
か
ら
十
一
日
の
五
日
間
、
宮

城
県
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
は
、
和
牛

せ
い
い
つ
せ
い

の
能
力
と
斉
一
性
の
向
上
を
目
指

し
て
五
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
全

国
規
模
の
共
進
会
で
す
。
当
Ｊ
Ａ

管
内
か
ら
は
崎
山
地
区
の
中
尾
喜

代
弘
さ
ん
出
品
牛
が
県
代
表
牛
と

し
て
第
二
区
（
若
雌
の
1
※
生
後

月
齢
十
四
〜
十
七
ヵ
月
未
満
）
に

参
加
、
一
等
賞
六
席
と
な
り
ま
し

た
。和

牛
が
持
つ
優
れ
た
能
力
に
さ

ら
に
磨
き
を
か
け
る
と
と
も
に
、

繁
殖
・
肥
育
両
面
か
ら
生
産
効
率

を
向
上
さ
せ
、
日
本
の
食
文
化
を

支
え
る
和
牛
の
魅
力
を
広
く
発
信

し
て
い
き
た
い
と
の
思
い
を
込
め

て
『
高
め
よ
う
生
産
力

伝
え
よ
う
和
牛
力

明

日
へ
つ
な
ぐ
和
牛
生

産
』
を
テ
ー
マ
と
し
て

開
催
。
五
日
間
で
四
一

万
七
〇
〇
〇
人
の
来
場

が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
は
雄
牛
・
雌
牛

の
体
型
の
良
さ
な
ど
、

改
良
成
果
を
月
齢
別
に

審
査
す
る
『
種
牛
の

部
』
と
、
枝
肉
の
状
態
で
肉
質
を

審
査
す
る
『
肉
牛
の
部
』
で
行
わ

れ
ま
す
。
全
国
三
十
九
道
府
県
よ

り
代
表
牛
、
約
五
〇
〇
頭
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。

出
品
し
た
中
尾
さ
ん
は
「
東
北

や
鹿
児
島
、
宮
崎
な
ど
の
牛
を

し
っ
か
り
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
の
経
営
に
い
か
し
て
い
き
た

い
」
と
全
共
を
終
え
て
今
後
の
抱

負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
和
牛
登
録
協
会
は
、

こ
の
五
年
間
に
初
め
て
和
牛
を
一

〇
〇
〇
頭
以
上
市
場
出
荷
し
た
生

産
者
を
讃
え
る
『
和
牛
繁
殖
農
家

特
別
表
彰
』
を
贈
り
、
当
Ｊ
Ａ
管

内
か
ら
は
山
口
茂
明
さ
ん
と
堀
里

淳
一
さ
ん
（
と
も
に
崎
山
地
区
）

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

中中尾尾喜喜代代弘弘ささんん（（崎崎山山））出出品品牛牛がが１１等等賞賞６６席席
－第11回全国和牛能力共進会宮城大会－

写
真
1
番
左
が

中
尾
さ
ん

ごとう 6



当
Ｊ
Ａ
は
五
島
家
畜
市
場
で
、
九
月
二
十

三
日
、
二
十
四
日
の
両
日
、
台
風
十
八
号
の

影
響
で
延
期
し
て
い
た
平
成
二
十
九
年
九
月

期
せ
り
市
（
二
か
月
に
一
度
で
奇
数
月
開

催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
子
牛
の
平
均
取
引

価
格
は
七
六
万
四
五
四
八
円
（
前
回
比
三
・

七
％
安
）
と
前
回
に
続
き
二
回
連
続
で
下
げ

ま
し
た
。

市
場
に
は
畜
産
農
家
一
八
〇
戸
が
子
牛
四

九
六
頭
、
成
牛
四
〇
頭
、
計
五
三
六
頭
の
黒

毛
和
種
を
上
場
（
売
却
五
三
四
頭
、
本
人
二

頭
）。
子
牛
の
最
高
価
格
は
一
三
〇
万
二
四

八
〇
円
（
去
勢
）、
平
均
㌔
単
価
は
二
六
八

七
円
（
前
回
二
八
七
六
円
）。
成
牛
の
平
均

取
引
価
格
は
三
四
万
二
九
二
七
円
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
畜
産
担
当
者
は
「
通
常
の
せ
り
日
よ

り
十
日
ほ
ど
遅
い
開
催
と
な
っ
た
こ
と
か
ら

平
均
体
重
は
雌
子
牛
二

七
二
㌔
、
去
勢
子
牛
二

九
五
㌔
と
理
想
的
で
し

た
が
、
太
り
過
ぎ
て
い

る
子
牛
や
二
四
〇
㌔
以

下
の
子
牛
も
多
く
、
バ

ラ
ツ
キ
が
目
立
ち
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、（
子
牛
を
買
う
）

購
買
者
か
ら
好
ま
れ
る

子
牛
と
そ
う
で
な
い
子

牛
と
の
価
格
差
が
大
き

く
で
た
こ
と
か
ら
、
今

後
は
出
荷
体
重
二
四
〇

㌔
以
下
の
子
牛
が
少
な

く
な
る
よ
う
指
導
し
て

い
く
と
し
て
い
ま
す
。

9月24日、ＪＡながさき県央
小野給油所で開催された JA-
SS ドライブウェイサービス競
技会（県下の JA-SS より各地
区を代表する職員がフル部門へ
12名、セルフ部門へ8名出場）
に、当ＪＡからフル部門に大川
職員（本山給油所）、セルフ部
門に平田職員（SS本店）が出
場しました。残念ながら両名と
も入賞は逃
しましたが、
大川職員が
審査員特別
賞を受賞し
ました。

三
井
楽
町
貝
津
に
建
設
し
た
死
亡
牛
を
一
時
保
管
す
る

施
設
で
、
九
月
十
五
日
か
ら
受
け
入
れ
を
開
始
し
ま
し
た
。

施
設
で
死
亡
牛
を
冷
凍
保
管
し
た
後
、
長
崎
の
処
理
施
設

へ
輸
送
し
ま
す
。

前回比
（％）
98．5
95．0
96．3

平均体重
（㎏）

272
295
285

㎏単価
（円）
2，508
2，825
2，687

平均価格
（円）
682，699
833，009
764，548

最高価格
（円）
1，127，520
1，302，480
1，302，480

落札価格
（円）

142，229，000
207，481，000
349，710，000

売却
（頭）
225
269
494

性別
メス
去勢
合計

台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風でででででででででででででででででででででででででで日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程をををををををををををををををををををををををををを変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更ししししししししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててててててててて開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催ししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
－9月期せり市－

死亡獣畜一時保管施設で
受け入れを開始しました
利用時連絡先：080‐9054‐3379

大
川
職
員
に
審
査
員
特
別
賞

（
本
山
給
油
所
）

前回に続き下げた子牛せり

SS本店で行った
模擬競技会での大川職員

平成29年9月せり市成績表（子牛）
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料理料理料理 楽しく楽しく楽しく

平
成
二
十
九
年
度

第
六
回
理
事
会

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
二
日
㈮
開
催

九
月
八
日
、
富
江
港
緑

地
公
園
で
当
Ｊ
Ａ
青
年
部

富
江
支
部
と
富
江
支
店
職

員
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
試

合
を
し
ま
し
た
。
試
合
は
青
年
部
が
勝
利
、

珍
プ
レ
ー
続
出
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
青
年
部
は
十
月
六
日
開
催
予
定
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
（
当
Ｊ
Ａ
青
年
部
主
催
）
に

向
け
て
良
い
練
習
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

次
第1

議
案
事
項

議
案
№
1

業
務
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い

て議
案
№
2

育
児
休
業
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

議
案
そ
の
他

2

報
告
事
項

報
告
№
1

主
な
事
業
経
過
と
行
事
予
定
に

つ
い
て

報
告
№
2

主
要
事
業
八
月
末
計
画
と
実
績

に
つ
い
て

報
告
№
3

産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」

八
月
末
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
4

平
成
二
十
九
年
八
月
末
食
肉
販

売
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
5

第
十
一
回
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
6

平
成
二
十
九
年
度
下
期
理
事
会

の
開
催
日
程
に
つ
い
て

報
告
№
7

固
定
資
産
（
取
得
・
処
分
）
の

入
札
結
果
に
つ
い
て

①
岐
宿
Ｒ
Ｃ
高
圧
受
変
電
設
備
更
新
工
事

②
岐
宿
低
温
貯
蔵
施
設
扉
・
外
装
改
修
工

事
③
旧
岐
宿
・
三
井
楽
Ｓ
Ｓ
解
体
工
事

報
告
№
8

貸
付
金
の
実
行
に
つ
い
て

報
告
そ
の
他

1 サトイモは皮をむき、水大さじ1（材料外）を入れ
た皿に載せ、ラップフィルムを掛け軟らかくなるま
で電子レンジで加熱する。

2 ●1の粗熱を取り、180度のサラダ油で素揚げにする。
3 ボウルに合わせみその材料を混ぜ合わせる。

4 フライパンにオリーブ油を熱し、合わせみそを入れ
加熱し、●2を入れ手早く絡める。

5 ●4を器に盛り、ゆでたスナップエンドウを散らし、
すりごまを回し掛ける。

サトイモの煮っころがし
～みそ風味～
材 料（4人分）
サトイモ…………………12個
スナップエンドウ………4本
すりごま……………大さじ1
オリーブ油 ……大さじ1／2
サラダ油…………………適宜

合わせみそ
田舎みそ…………大さじ2
料理酒……………大さじ1
みりん……………大さじ1
砂糖 …………大さじ1／2
おろしショウガ…小さじ1
おろしニンニク
……………小さじ1／2

おろしタマネギ…小さじ1

作 り 方

素揚げにするときはとにかくカリッと揚げること。

依願退職
平成29年9月30日

首浦 良正（福江支店 久賀出張所 共済ＬＡ）
森 利幸（上地区営農経済生活センター）動異事人

富江

青年部 VS支店職員
ソフトボールで交流

「キッチン晴人」のオーナーシェフ●永井智一

\ point /
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編
集
後
記

住所：〒853‐0041 五島市籠淵町2450番地1
電話：0959‐88‐9933 FAX：0959‐88‐9922
営業時間：9時～19時
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）
※土日限定バイキング 11時～15時
料金 大人：1，080円 子ども：600円（小学生以下）

定休日：原則年中無休

九
月
初
め
に
立
て
た
広
報
誌

十
月
号
の
発
行
計
画
。
い
つ
も

な
ら
月
半
ば
か
ら
取
り
掛
か
る

私
に
し
て
は
、
上
々
の
ス
タ
ー

ト
。
自
然
と
心
に
余
裕
が
で
き
、

広
報
誌
作
成
以
外
の
業
務
も
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
九
月
中
旬
、
台
風

十
八
号
接
近
に
伴
い
掲
載
を
予

定
し
て
い
た
催
し
が
延
期
、
十

月
号
で
は
取
り
扱
え
な
く
な
り

ま
し
た
。
余
裕
が
隙
と
な
っ
て

い
た
私
に
は
代
替
案
も
な
く
、

と
り
あ
え
ず
手
元
に
あ
っ
た
農

業
新
聞
を
読
ん
で
現
実
逃
避
。

そ
の
後
、
慌
て
て
農
作
物
の
出

荷
状
況
等
を
確
認
し
ま
し
た
が
、

夏
野
菜
は
落
ち
着
き
、
秋
冬
品

目
は
十
月
か
ら
。
結
果
、
十
月

号
は
告
知
の
要
素
が
多
く
な
り

過
ぎ
た
こ
と
が
少
々
心
残
り
で

す
。打

っ
て
変
わ
っ
て
次
の
十
一

月
号
は
秋
冬
品
目
の
出
荷
に
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
と
忙
し

く
な
り
そ
う
で
す
。
た
だ
、
屋

外
イ
ベ
ン
ト
の
予
定
も
あ
り
ま

あ
ら
が

す
。
自
然
に
抗
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
備
え
は
万
全
に
、

今
月
号
を
教
訓
に
襟
を
正
し
て

取
材
に
臨
み
ま
す
。

（
竹
山
幸
弘
）
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